
教育活動の充実に向けた

様々な取組

校 長 菊 地 裕 幸
き く ち ひ ろ ゆ き

地域の皆様及び保護者の

皆様には、日頃から本校の

教育活動について御理解と

御協力を賜り深く感謝申し

上げます。早いもので、令

和７年度(2025年度)がスタ

ートし４か月が経過しまし

た。この間、３年生の見学旅行や１年生の宿泊

研修をはじめ植樹祭、森林探訪、村民運動会、

学校間連携事業としての交通安全啓発キーホル

ダーづくり及び配布、そして学校祭などの行事

を通し、地域との連携・交流を深めてまいりま

した。

今年４月、小中学校とともに新たに学校運営

協議会を設置し、コミュニティー・スクールと

して再出発したところでございます。スクール

・ミッションである「道内唯一の工芸専科高校

であり、全国から芸術を志し、生徒が集う高校

として、造形体験を通し創造力を育み、豊かな

人間性の育成と個々の生徒の多様な進路目標を

叶える、確かな専門教育を推進する。」を達成

するために、地域の皆様と育成を目指す生徒像

を共有し、地域の子供を地域全体で育てること

で、本校生徒が第２のふるさとであろう本村へ

の愛着と誇りを持ち、自ら課題を発見し解決す

ることができる、社会に貢献できる人材を育ん

でいきたいと考えております。

生徒たちは、これまでの「作りたい」「表現

したい」という創作活動に加え、他者や地域課

題の解決に貢献する作品づくりにも積極的に取

り組んでいます。高校の必履修科目である「総

合的な探究の時間」では、３年生がふるさと納

税の返礼品（木製コースターとポストカード）

の開発に挑戦しました。また、有志で企業と連

携した年賀状づくりや身体の不自由な方や難病

と闘っている方々への絵本や支援具の提供、お

と高ガチャの取組など、多岐にわたる活動に意

欲的に取り組んでいます。今後も、生徒たちの

自由な発想を大切にしながら、地域や社会と連

携した様々なプロジェクトを推進していきま

す。これらの活動は、校内組織である「魅力化

推進チーム」が主体となり、地域や企業と学校

をつなぐことで、生徒作品の価値を高め、広く

知ってもらうための取組として進めておりま

す。

さて、夏季休業を迎えている生徒の皆さんに

大切にして欲しいもの、それは「時間」です。

高校生である皆さんが大きく成長できる長い夏

休みの「時間」。大人である我々も、だらだら

と過ごしてしまう「時間」は、あっという間に

過ぎ去ってしまい何も残りません。有意義に過

ごすためにも規則正しく生活し、計画を立て、

目標を持ち、大きく飛躍するための力を蓄える

「時間」となるよう努めてください。また、川

や海での水の事故、被害者にも加害者にもなり

得る交通事故、脱水や急に暑くなったために起

こる熱中症など、様々なことに十分気を付け、

楽しく安全で充実した夏休みとなることを期待

しています。

それでは生徒の皆さん。心身ともにリフレッ

シュし、夏休み明けの８月18日（月）に114

人生徒全員、ひと回りたくましく成長した姿で

会えることを楽しみにしています！
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≪木の手づくり展in旭川・札幌≫

本校生徒の木工・美術作品の展示を目的とし

た「木の手づくり展」を旭川展６月28（土）～

29（日）、そして札幌展７月25（金）～27（日）

の2つの会場で開催しました。この展覧会には、

木工や美術を学ぶ生徒たちの力作が集まり、ど

の作品も日々の努力と創造性の賜物です。旭川

展では、地元の多くの方々にご来場いただき、

生徒たちの作品が大きな反響を呼びました。ま

た、札幌展でも、さまざまな方々に本校の教育

の成果を直接見ていただく貴重な機会となりま

した。本校では、実技を中心とした教育を通じ

て、生徒一人ひとりの表現力や創造力を育てて

います。木工や美術を通して、生徒たちは物づ

くりの過程で大切なものを学びます。「考える

力」「豊かな自己表現能力」「粘り強さ」など、

将来どんな分野でも生かせる大切な能力です。

これからも、生徒一人一人が成長できるような

教育環境を提供し、ものづくりの楽しさと意義

を伝え続けていきます。

今回の展示会を通して、本校の木工・美術教

育の魅力を広く伝えることができたとともに、

保護者の皆様には搬入や搬出に際し、協力をい

ただき心より感謝申し上げます。皆様のおかげ

でスムーズに運営することができ無事に展示会

を終えることができました。

刷毛 キャンバス パレット

≪学校祭≫

今年度の学校祭は、「ドン・ネップ 芸術のボス

になれ」というユニークなテーマのもと、７月19

日（土）、20（日）の２日間にわたって開催され

ました。生徒たちはそれぞれの個性や得意分野を

発揮しながら、協力してひとつの行事をつくり上

げました。1日目は恒例の舞台発表が行われ、演出

・構成・演技すべてにこだわり抜いた作品が披露

され、どの発表もテーマにふさわしく、「芸術」を

通じて個性を表現する姿が光っていました。2日目

は、軽音楽部によるパフォーマンスと、有志によ

る音楽発表が体育館で行われました。

また、当日はキッチンカーや露店販売等保護者

の皆様にもご協力いただき、円滑な運営に大きな

力をいただきました。お忙しい中ご参加いただき、

誠にありがとうございました。生徒たちにとって、

学びと達成感の詰まった思い出深い学校祭となり

ました。
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